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第3章 

伊丹市の公共施設の 

      現状と課題 
 
本市の公共施設等は、道路や上下水道などの市民生活には欠

かせない社会基盤施設や、小中学校・幼稚園などの教育施設、

文化会館や図書館、公園のように広く市民の方が利用する施設、

市役所や消防施設のように必要な行政サービスを提供するため

の施設など、さまざまな施設があります。 

 

 
 

3-1 公共施設（建物施設） 

 
建物延床面積 （１）

建物については、学校教育施設が 39.5％（24.0 万㎡）、次いで住宅施設（市営住宅）が 18.0％（10.9

万㎡）となっており、この 2 つで全体の約 58％を占めています。小学校区別では、稲野小校区が約 98,900

㎡と最も大きく、次いで伊丹小校区の 84,300 ㎡、天神川小学校区の 69,300 ㎡となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
 
 

図 3-1 建物延床面積の内訳（平成 25 年度） 
出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 

  

本項に示す内容は、平成 26 年度伊丹市公共施設白書の内容を基本としています（平成 25 年度時点データ）。なお、

各施設の築年数については、平成 26 年度公共施設白書では基準年を 2013 年としていますが、本計画では 2015

年を基準として最集計しているため、白書に示す数値と異なる場合があります。 
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築年数・老朽度 （２）

 築年数 ①

築年数別の延床面積の割合は図 3-2 に、建築年別の整備状況の推移は図 3-3 に示すとおりです。築 30

年以上の建物は全体の 69％（2015 年を基準）、20～30 年の建物が 12％、20 年未満の建物が 19％とな

っています。 

用途別にみると、築年数が 30 年以上の建物が 60％以上を示す用途は、行政系施設、集会施設、学校教

育施設、子育て支援施設、スポーツ・レクリエーション施設および公営企業施設となっています。 

整備年代別にみると、1970～80 年（昭和 40 年代～50 年代）の高度経済成長期にかけてと、1996 年（平

成 8 年）以降の震災復興事業の実施時期において、集中的に整備されています。特に高度経済成長期にお

いては、学校教育施設や住宅施設が多く整備されています。 

 
図 3-2 築年別の建物延床面積 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書（基準年を更新） 

 

 
図 3-3 建築年別の整備状況 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 
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 老朽度 ②

建物を建築躯体、屋根屋上、外壁、電気設備、空調設備、給排水設備に大別し、それぞれの部位ごとに

最終の設備更新年からどれくらいの年次が経過しているかを算定し、これらを総合的に評価して老朽度を

判定しています。 

計画更新年に対して 50～70％年次が経過した施設（C 評価）は全体の 37％と最も多く、次いで 30～50％

経過した施設（B 評価）が 30％、となっています。築年数の浅い文化・社会教育施設や福祉施設は、A お

よび B 評価の割合が多くなっています。 

 
備考）老朽度に関する情報がない施設（本市が所有・管理していない施設など）および公営企業施設は除きます。 

図 3-4 老朽度の状況 
出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 

 
耐震状況 （３）

耐震性の有無（未確認含む）については、全体の 81％の施設が耐震性を有しています。これらの施設は、

新耐震基準で建設された施設あるいは旧耐震基準で建設された施設を耐震補強等により耐震化した施設と

なっています。学校教育施設や子育て支援施設の多くは、旧耐震基準で建設された施設ですが、保育所の

一部※を除く全ての施設で耐震化工事が完了しています。 

耐震性なし・未確認の施設は全体の 19％となっています。施設の分類としては、行政系施設、集会施設、

住宅施設およびスポーツ・レクリエーション施設でその割合が多くなっています。 

※：平成 27年度末には新築移転により耐震化完了予定。 

 
図 3-5 耐震状況 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 
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経費の状況 （４）

平成 23～25 年度（平均）の公共施設にかかる収入は 20 億 1,500 万円、減価償却相当額を含む支出は

126 億 6,000 万円、収支は－106 億 4,500 万円です。収入は、各施設・事業のサービス利用者が使用料や

実費弁償、負担金として支払ったものであり、国や県からの施設や事業運営にかかる補助金や負担金等は

含まれません。 

項目別の支出割合（図 3-6）は、人件費が最も多く 43 億（34％）、減価償却相当額が 27 億円（21％）、

事業経費が 25 億円（20％）となっています。なお、指定管理者等へ業務委託している施設については、

人件費や光熱水費、清掃等委託料は指定管理料の中に含まれています。 

 
備考）インフラ施設、公営企業の建物施設は含まれません。 

図 3-6 項目別の支出 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 

 
 

阪神間の延床面積と人口推移の状況 （５）

阪神地域 7 市 1 町の人口 1 人あたりの延床面積は、1.9～4.0 ㎡/人（平均 3.0 ㎡/人）であり、本市（2.9

㎡/人）はおおむね平均的な値となっています（図 3-7）。阪神間では尼崎市が 4.0 ㎡/人と最も大きくな

っています。 

各市町の 1950 年（昭和 25 年）から現在までの人口の推移（図 3-8）をみると、戦後最も人口が増加

した都市は川西市（4.8 倍）および宝塚市（4.7 倍）となっています。都市化の進展時期が他市よりも遅い

三田市および猪名川町は、1970 年の高度経済成長期以降、急激な増加がみられます。伊丹市は、1980 年

までに大きく増加し、その後も安定的な増加がみられています。西宮市および芦屋市も本市と同様の傾向

で推移しており、1995 年（平成 7 年）の震災により一時人口は減少したものの、その後は震災前よりも大

きい増加率で推移しています。尼崎市は、高度経済成長期の初期の段階である 1970 年にすでにピークを

向かえ、その後は減少傾向で推移しています。このことは、現在の１人あたり延床面積が阪神間で最も大

きくなっている要因の一つと考えられます。 
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備考）1.7 市 1 町は、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、川西市、宝塚市、三田市、猪名川町です。 

2.他の自治体と同じ条件で比較するため、本図に使用した本市の床面積は出典資料に基づき H22 年度の延床面積（行政財産）

データを引用しています。 

 

図 3-7 阪神地域の人口 1 人あたりの延床面積 
出典）「自治体別人口・公共施設延床面積リスト」（東洋大学）のデータをもとに作成 

 
 
 

 
備考）7 市 1町は、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、川西市、宝塚市、三田市、猪名川町です。 

 
図 3-8 阪神地域の人口の推移（指数） 

出典）「国勢調査」（総務省） 
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類似団体の延床面積の状況 （６）

本市の類似団体 50 市における人口 1 人あたりの延床面積と比較すると、本市はおおむね平均的（2.9 ㎡

/人）な値であり、50 市中上から 22 番目に位置しています。また、１人あたり延床面積と財政力指数との

関係をみると、財政力指数が高い自治体ほど１人あたり床面積は少ない傾向がみられています。（図 3-10

参照） 

 
備考）類似団体とは、人口と産業構造により自治体を類型化したものであり、類似する他市との比較により、特徴や傾向を把握する

ことができます。本市はⅣ-1類型に分類され、50市がこれに該当します（平成 25年度）。 

Ⅳ-1 類型･･･①人口 15万人以上 ②産業構造：第 2・3次産業就業者数が 95％未満かつ第 3次産業就業者数が 55％以上。 

図 3-9 類似団体の人口 1 人あたりの延床面積 
出典）「自治体別人口・公共施設延床面積リスト」（東洋大学）のデータをもとに作成 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 類似団体の人口 1人あたりの延床面積と財政力指数の関係 
出典）1.「自治体別人口・公共施設延床面積リスト」（東洋大学） 

2.平成 25 年度 地方公共団体の主要財政指標（総務省） 
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3-2 施設分類別の特徴 

 
行政系施設 （１）

 庁舎等施設 ①
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�„ 総合的な市民サービスの提供や市政に関す

る情報発信の拠点として、市役所本庁舎のほ

か２箇所の支所、３箇所の分室を設置。 

�„ 5 箇所の支所・分室は共同利用施設や生涯学

習施設内に併設、西分室は民間商業施設内に

設置。 

�„ 北支所、西分室を除く施設で大規模改修の目

安とされる築 30 年を経過。 

�„ 旧耐震基準で建設され、耐震性未確認あるい

は耐震性なしの施設が 90％。 

�„ 老朽度は C 評価が 85％と最も多い。 

�„ 届出・証明書発行等の窓口取扱件数は、平成

25 年度でおよそ 33.6 万件。 

�„ 本庁が約 20.５万件（61％）、北支所が 3.3 万

件（10％）、くらしのプラザが約 2.6 万件

（8％）。 

�„ 総支出は 5 億 7,214 万円、総収入は 2,707 万

円、収支は－5 億 4,507 万円。 

�„ 支出の内訳は、人件費が 1 億 8,444 万円

（33％）、減価償却相当額が 1 億 5,429 万円

（27％）、光熱水費が 8,644 万円（15％）。 

�w�z�d�•�Ç �U��
�î�ì�X�ñ �U���ò�í�9�U���ï�X�ï �U��

�í�ì�9

�U��
�î�X�ò �U���ô�9

�U���î�X�ì
�U���ò�9

�U���í�X�ô�U��
�ñ�9

�U���í�X�ñ�U��
�ñ�9

�U���í�X�í
�U���ï�9

�U��
�ì�X�ô �U���î�9

�¹�B >Þ>á�º�Ø

'F�•�v�…�ó�X

>ß>ß>á>Ø>â>â>Ý�ó

(� �ð�ì

�í�ì�ì�9

�ï�ì �ð�ì
�ì�9

�î�ì �ï�ì
�ì�9

�î�ì
�ì�9

(� �º�9�Z
�"g�#
��

�ì�9

��
�õ�9

��
�ô�ñ�9

��
�ò�9

*•�™�ØFþ"g�#

�í�ì�9

�~
�•

�õ�ì�9

*•7È�öFþ"g�#

�ì

�í�ì �ì�U�ì�ì �ì

�î�ì �ì�U�ì�ì �ì

�ï�ì �ì�U�ì�ì �ì

�ð�ì�ì�U�ì�ì �ì

�ñ�ì�ì�U�ì�ì �ì

�ò�ì�ì�U�ì�ì �ì

��
"@
)T
�â
)�
2�

�¦
��
4 
� 
)�
2�

�ì

�í �ì�ì�U�ì�ì�ì

�î �ì�ì�U�ì�ì�ì

�ï �ì�ì�U�ì�ì�ì

�ð�ì�ì�U�ì�ì�ì

�ñ�ì�ì�U�ì�ì�ì

�ò�ì�ì�U�ì�ì�ì
H��� 
ÇH�



  

34 

第 3 章 伊丹市の公共施設の現状と課題 

 
>ÔHq>Õ�f�‚2�#Ý >Ì

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

�ì

�î�ì

�ð�ì

�ò�ì

�ô�ì

�í�ì�ì

�î�ì�í�ò �î�ì�î �í �î �ì�î�ò �î�ì�ï�í �î�ì�ï�ò �î �ì�ð�í �î�ì�ð�ò �î�ì�ñ�í �î�ì �ñ�ò �î�ì�ò�í �î�ì�ò�ò �î�ì�ó �í

�f�‚2� #ÝH�
h
ÇH�

H� �ºH�

167億円／60年間

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 167 億円。 

（市役所本庁舎が大部分） 
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 啓発施設 ②
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�„ 消費生活や健康相談、男女共同参画や人権啓

発等を担う行政施設として、消費生活センタ

ー、保健センター、女性・児童センター、人

権啓発センターを設置。 

�„ 教育課題の研究や教職員研修の実施など、本

市の教育情報の発信基地として、総合教育セ

ンターを設置。 

�„ 築 40 年以上経過する施設が 33％。 

�„ 旧耐震基準で建設された建物は保健センタ

ーおよび女性・児童センターで 42％。 

�„ 老朽度は B 評価が 85％と最も多い。 

�„ 【消費生活センター】相談件数は平成 25 年度で 1,641 件、平成 23 年度以降増加傾向で推移。 

�„ 【保健センター】平成 25 年度で約 16,700 人、近年は減少傾向で推移。 

�„ 【女性・児童センター】平成 25 年度で約 139,000 人、近年は増加傾向で推移。 

�„ 【人権啓発センター】平成 24 年度で約 61,000 人、大規模改修工事による利用制限期間のあった

平成 25 年度を除くと近年は増加傾向で推移。 

�„ 【総合教育センター】平成 25 年度で約 42,000 人、横ばいで推移。 
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42億円／60年間

�„ 総支出は 15 億 3,517 万円、総収入は 577 万

円、収支は－15 億 2,940 万円。 

�„ 支出の内訳は、事業経費が 11 億 3,852 万円

（74％）、人件費が 2 億 7,488 万円（18％）、

指定管理委託料が 4,189 万円（3％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 42 億円。（大規

模修繕約 16 億円、建替約 26 億円） 
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 消防施設 ③
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�„ 消防・救急等に係る指令や活動を行うための

本部や地域の拠点として設置。 

�„ 施設数は 12 施設、延床面積はおよそ 4,700

㎡。 

�„ 築 40 年以上経過する施設が 49％（消防局）。 

�„ 耐震性を有する施設は 100％。 

�„ 老朽度は B 評価が 52％と最も多い。 

�„ 消防力の整備指針に基づく署所数の充足率

（現有消防力）は 100％。 

�„ 平成 25 年の救急出動件数は年間およそ

9,000 件（日平均 25 件）。急病が全体の 62％、

一般負傷 13％。署所別の出動件数はおよそ

2,000～2,500 件。 

�„ 平成 25 年の火災発生件数は年 74 件。 
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出典）平成 25年版 消防年報 
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�„ 総支出は 6,005 万円、総収入は 14 万円、収

支は－5,991 万円。 

�„ 支出の内訳は、減価償却相当額が 2,775 万円

（46％）、人件費が 1,440 万円（24％）、光熱

水費が 1,127 万円（19％）。 

備考）消防活動にかかる経費（施設以外）としては、このほ

かに消防装備や車両の購入費用等が挙げられます。 
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31億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 31 億円。（大規

模修繕約 12 億円、建替約 19 億円） 
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集会施設 （２）

 共同利用施設 ①
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（平成 23～25 年度平均） 

�„ 「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」などに基づいて建設

された共同利用施設等の地域利用型コミュニティ施設は、市内に合計 75 箇所設置。 

�„ ほとんどの施設は、地域住民から構成される「管理運営委員会」に運営を委託（指定管理施設と

して運営） 

�„ 築 30 年以上が経過する施設が 87％。 

�„ 旧耐震基準で建設され、耐震性未確認の施設

が 57％。 

�„ 老朽度は C、D 評価あわせて 92％。 

�„ 施設の稼働率（貸出回数／貸出可能回数）は、全施設平均 25％（3％～43％） 

�„ 利用者数は、１施設あたり年間平均 5,668 人[19.3 人／日]（171～20,771 人） 
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115億円／60年間

�„ 総支出は 1 億 6,346 万円、総収入は 562 万円、

収支は－1 億 5,784 万円。 

�„ 支出の内訳は、減価償却相当額が 9,121 万円

（56％）、光熱費が 3,292 万円（20％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 115 億円。（大

規模修繕約 44 億円、建替約 71 億円） 
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文化・社会教育系施設 （３）

 多目的施設 ①
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�„ 生涯学習や社会教育、文化振興、勤労者の健

康増進などを目的として設置。 

�„ それぞれ施設管理者が主催する講座や講習

会、イベント等の開催のほか、サークル団体

等主催の講座・教室や一般市民あるいは官公

庁の会議、イベントなどに利用。 

�„ 設置目的は異なるものの、施設の物理的機能

は類似している部分が多いことから、これら

を「多目的施設」として分類。 

�„ 築 20 年未満の施設が 63％。 

�„ 中央公民館は旧耐震基準で建設され耐震診

断の結果、新耐震基準に適合していない。そ

の他の施設は新耐震基準で建設。 

�„ 老朽度は B 評価が 73％と最も多い。 

�„ 各施設の年間利用者数は、4.6 万人～21.4 万

人、いたみホールの利用者数が最も多い。 

�„ 市民アンケート調査結果（平成 24 年 1 月）

によると、利用したことがあると回答した人

の割合はいたみホール 66％、伊丹アイフォ

ニックホール 48％、アイホール 17％、労働

福祉会館・青少年センター47％。 
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244億円／60年間

�„ 総支出は 11 億 3,558 万円、総収入は 6,666

万円、収支は－10 億 6,892 万円。 

�„ 支出の内訳は、指定管理委託料が 6 億 355

万円（53％）、減価償却相当額が 4 億 732 万

円（38％）、人件費（指定管理者分は除く）

が 5,268 万円（5％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 244 億円。（大

規模修繕約 94 億円、建替約 150 億円） 
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 展覧施設 ②
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�„ 文化、芸術、科学、自然などさまざまな分野

の展覧および調査研究施設を所有・運営。 

�„ 中心市街地の活性化や教養の向上、地域の観

光資源として市外からの来訪者も呼び込み。 

�„ 美術館、工芸センター、柿衞文庫、伊丹郷町

館は、中心市街地の宮ノ前文化ゾーンに位置

する施設であり、来館者にとって効率的な立

地環境を形成。 

�„ 築 20～30 年の施設が 67％と最も多い。 

�„ 耐震性を有する施設は 100％。 

�„ 老朽度は C 評価が 58％と最も多い。 

�„ こども文化科学館および昆虫館の 2館では年

間 10 万人以上の利用。その他の施設はおお

むね 20,000～80,000 人で推移。 

�„ 市民アンケート調査結果（平成 24 年 1 月）

によると、利用したことがあると回答した人

の割合は美術館 28％、柿衞文庫 22％、工芸

センター15％、昆虫館 60％、こども文化科

学館 31％。 
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87億円／60年間

�„ 総支出は 5 億 5,494 万円、総収入は 3,870 万

円、収支は－5 億 1,623 万円。 

�„ 支出の内訳は、指定管理委託料が 2 億 7,329

万円（49％）、人件費が 1 億 57 万円（18％）、

減価償却相当額が 7,554 万円（14％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 87 億円。（大規

模修繕約 32 億円、建替約 55 億円） 
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 図書館 ③
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�„ 本館 1 館、分館 2 館（南分館、北分館）、分

室 2 箇所で運営。 

�„ 図書館本館（ことば蔵）は、中心市街地の宮

ノ前地区に平成 24 年（2012 年）に移転。 

�„ 北分館、南分館はともに生涯学習施設、西分

室は民間商業施設、神津分室はこども文化科

学館内にそれぞれ設置される複合施設。 

�„ 築 20 年未満の施設が 92％。 

�„ 耐震性を有する施設は 100％。 

�„ 老朽度は、本館（ことば蔵）および北分館が

A 評価で全体の 92％。 

�„ 来館者数は平成 25 年度でおよそ 84 万人（本館、分館・分室合計）。 

�„ 本館（ことば蔵）は、平成 24 年 7 月に新築移転後、来館者数、貸出者数、貸出冊数ともに増加。

平成 25 年度の来館者数はおよそ 39 万人、貸出者数はおよそ 17 万人。 

�„ 分館・分室の来館者数および貸出者数はおおむね横ばいで推移（平成 23～25 年度）。 
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�„ 本館の貸室稼働率は 14～39％。（H25 年度） 

�„ 目的別、室別では、多目的室１は行政利用が

43％、主催利用が 40％であり一般利用の割

合は少ない。会議室１は一般利用の割合が

79％と多い。 
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備考）神津分室は平成 28（2016）年度より神津分館。 
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�„ 総支出は 3 億 9,504 万円、総収入は 205 万円、

収支は－3 億 9,299 万円。 

�„ 支出の内訳は、人件費が 1 億 2,551 万円

（32％）、事業経費が 8,764 万円（22％）、減

価償却相当額が 8,204 万円（21％）。 
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48億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 48 億円。（大規

模修繕約 18 億円、建替え約 30 億円） 
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学校教育施設 （４）

 小学校・中学校 ①
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備考）児童・生徒数、学級数は平成 25 年 5月 1日現在。特別支援学級は含まれません。 
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�„ 小学校は市内には 17 校、総延床面積はおよ

そ 14.4 万㎡。中学校は 8 校、総延床面積は

およそ 7.7 万㎡。 

�„ 小・中学校、その他学校施設を含む学校教育

施設は、本市全体の床面積のおよそ 40％。 

�„ 築 30 年以上が経過する施設が 94％。 

�„ 耐震性を有する施設は 100％。 

�„ 老朽化が進行した施設（D 評価）が 33％。 

�„ 小学校児童数は 1981 年の 19,923 人がピーク。2013 年現在 11,025 人（ピーク時の 55％）。 

学級数は 494 学級（1981 年）で 2013 年現在 350 学級（144 学級減少）。 

�„ 中学校生徒数は 1986 年の 9,338 人がピーク。2013 年現在 5,441 人（ピーク時の 58％）。 

学級数は 219 学級（1986 年）で 2013 年現在 147 学級（72 学級減少）。 
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1075億円／60年間

�„ 収支は小学校－13 億 8,617 万円、中学校－7

億 4,339 万円。 

�„ 支出の内訳は、減価償却相当額がそれぞれ 5

億 9,615 万円（43％）、3 億 1,698 万円（42％）、

人件費がそれぞれ 2 億 6,863 万円（19％）、1

億 3,159 万円（18％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 1,075 億円。（大

規模修繕 347 億円、建替約 728 億円） 
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 その他学校施設 ②
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�„ 市立伊丹高等高校、伊丹特別支援学校、学校

給食センターの３施設を設置（およそ 2.0 万

㎡）。 

�„ 公立高校は、市立のほか、県立伊丹、伊丹北、

伊丹西の３校が市内に設置。 

�„ 特別支援学校は、市立のほか、県立こやの里、

阪神昆陽特別支援学校の２校が市内に設置。 

�„ 築 30 年以上が経過する施設が 75％。 

�„ 耐震性ありは 94％。（給食センターの一部棟

で耐震性未確認） 

�„ 老朽度は C・D 評価あわせて 64％。 

�„ 平成 26 年 5 月現在の給食提供学校数は小学校 17 校

および特別支援学校 1 校、給食数は 12,201 名（児

童 11,295 名、職員 906 名）、年間の提供回数は 182

回（年間提供食数は 2,180,401 人）。 

�„ 市立伊丹高等学校の卒業者数の推移は、1966 年（昭和 41 年）の 489 人をピークに、減少ない

し横ばいで推移し、2013 年（平成 25 年）は 268 人（ピーク時の 55％）。 

�„ 市立特別支援学校の児童・生徒数は 23 人（2013 年）、県立こやの里、阪神昆陽特別支援学校は、

それぞれ 315 人、96 人（2013 年）。 
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97億円／60年間

�„ 総支出は 9 億 5,326 万円、総収入は 8,279 万

円、収支は－8 億 7,047 万円。 

�„ 支出の内訳は、人件費が 6 億 155 万円

（63％）、事業経費が 1 億 3,007 万円（14％）、

減価償却相当額が 1 億 1,469 万円（12％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 97 億円。（大規

模修繕 33 億円、建替約 65 億円） 
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子育て支援施設 （５）

 幼稚園・保育所・こども園 ①
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�„ 保育所（認定こども園含む）は、市立 8 施設、

私立が 18 施設設置。 

�„ 幼稚園（認定こども園含む）は、市立が 17

園、私立幼稚園が 9 園設置。 

（平成 26 年７月現在） 

�„ 築 40 年以上の施設が 68％。 

�„ 新築移転予定の荻野保育所を除く全ての施

設で耐震改修等により耐震性を確保。 

�„ 老朽度は D 評価が 50％と老朽化が進行。 

�„ 【保育所】昭和 43 年（1968 年）の入所者数は約 440 人、人口増加や共働き世帯の増加など社

会情勢の変化により、平成 25 年（2013 年）には約 2,500 人と 5.7 倍まで増加。平成 25 年度の

公立・私立別の入所者数の割合は、公立が 44％、私立が 56％。 
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97億円／60年間

�„ 【保育所】総支出は 12 億 6,351 万円、総収入は 3 億 2,747 万円、収支は－9 億 3,605 万円。支

出の内訳は、人件費が 10 億 8,140 万円（86％）、事業経費が 9,475 万円（7％）、減価償却相当

額が 3,635 万円（3％）。 

�„ 【幼稚園】総支出は 6 億 3,191 万円、総収入は 1 億 2,144 万円、収支は－5 億 1,047 万円。支出

の内訳は、人件費が 5 億 932 万円（81％）、減価償却相当額が 4,434 万円（7％）、事業経費が

2,315 万円（4％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 97 億円。（大規

模修繕 33 億円、建替約 64 億円） 
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�„ 【幼稚園】昭和 40～50 年代にかけて増加で推移。昭和 53 年（1978 年）の約 4,900 人をピーク

に減少に転じ、平成 25 年（2013 年）は約 3,700 人とピーク時の 4 分の 3 まで減少。平成 25 年

度の 3～5 歳の入所者数の割合は、公立が 34％、私立が 66％。 
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第 3 章 伊丹市の公共施設の現状と課題 

福祉施設 （６）

 地域福祉・高齢者施設 ①
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�„ 高齢者をはじめとする市民の文化、教養なら

びに福祉の向上を担う施設として５施設を

設置。 

�„ 地域福祉に関する情報発信や啓発活動、講座

の開催などさまざまな用途で利用。少子高齢

化が進み高齢者人口が増加していく中で、地

域福祉や高齢者福祉に関する施策のニーズ

の増加が想定される。 

�„ 築 20 年未満の施設が 47％。 

�„ 新耐震基準に適合する施設は 96％。 

�„ 老朽度は B・C 評価あわせて 96％。 

�„ サンシティホールの利用者が最も多く、年間

20 万人超。 

�„ 神津福祉センターおよび地域福祉総合セン

ターは 10 万人程度で推移。 

�„ ふれあいセンターは 4 万人前後、高齢者憩の

センターは 2,000 人前後で推移。 

�„ 総支出は 1 億 8,422 万円、総収入は 1,068 万

円、収支は－1 億 7,353 万円。 

�„ 支出の内訳は、指定管理委託料が 1 億 424

万円（57％）、減価償却相当額が 5,286 万円

（29％）。 
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45億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 45 億円。（大規

模修繕約 16 億円、建替約 29 億円） 
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 障がい者（児）・発達支援施設 ②
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�„ 障がいのある方への支援を行う施設として

障害者福祉センター、特に重度の障がいのあ

る人の生活支援等を行う施設として、障害者

デイサービスセンターを設置。各種会合等で

利用する貸室や機能訓練などのサービスを

提供。 

�„ 発達に支援を要する幼児の療育施設として、

つつじ学園、きぼう園、児童発達支援事業所

（カルミア）があり、児童の発達特性に応じ

たサービスを提供。 

�„ 築 40 年以上の施設が 65％。 

�„ 新耐震基準に適合する施設は 93％。 

�„ 老朽度は D 評価の施設が 6％。 

�„ 障害者福祉センターの利用者は、年間 4 万人前後で推移。障害者デイサービスセンターは、市内

に住む重度の障がいのある市民の日中活動や、機能訓練を支援する施設として、年間 6,000 人程

度の利用。 

�„ つつじ学園、きぼう園、カルミアは市が直接管理・運営する児童発達支援施設であり、年齢や発

達支援の種類に応じたサービスを提供しており、利用者はおおむね横ばいで推移。 
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25億円／60年間

�„ 総支出は 5 億 1,682 万円、総収入は 2 億 4,587

万円、収支は－2 億 7,095 万円。 

�„ 支出の内訳は、人件費が 2 億 2,489 万円

（44％）、指定管理委託料が 2 億 1,640 万円

（42％）、事業経費が 3,556 万円（7％）。 

備考）整備中の児童発達支援センターの新築、大規模修繕費

用は未計上。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 25 億円。（大規

模修繕約 9 億円、建替約 16 億円） 
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住宅施設 （７）

 市営住宅 ①
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�„ 公営住宅法等に基づき、主に所得の低い世帯に対して廉価な賃料で市が居住空間を提供し、公共

の福祉に資する施設。市の北部地域を中心に立地が多い。 

�„ 本市が所有する公共施設（建物施設）に占める市営住宅の延床面積の割合は 18％であり、学校教

育施設（小中学校等）に次いで２番目に多い。 

�„ 築 30 年以上経過した施設は 56％。 

�„ 新耐震基準で建設された建物は 49％。 

�„ 老朽度は D 評価の施設が 35％。 

�„ 総支出は 4 億 8,619 万円、総収入は 4 億 9,461

万円で収支は均衡。 

�„ 支出の内訳は、減価償却相当額が 3 億 3,550

万円（69％）、人件費が 6,303 万円（13％）、

修繕費が 5,905 万円（12％）。 
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95億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 95 億円。（大規

模修繕のみ） 
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公園施設 （８）

 公園施設 ①
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�„ 子どもからお年寄りまでの幅広い年齢層の

自然とのふれあい、レクリエーション活動、

健康・体力づくり、文化活動等多様な活動の

拠点。 

�„ 市内には、平成 26 年 4 月現在、126 箇所

（118.48ha）の都市公園が整備。市民 1 人あ

たりの都市公園面積は、6.01 ㎡／人。 

�„ 公園内の建築物として、公園管理事務所や体

験学習施設、備蓄倉庫を整備。 

�„ 築 20 年未満の施設が 47％。 

�„ 全ての施設が新耐震基準で建設。 

�„ 老朽度は D 評価の施設が 16％。 

�„ 総支出は 5,571 万円、総収入は 467 万円、収

支は－5,104 万円。 

�„ 支出の内訳は、減価償却相当額が 3,196 万円

（57％）、清掃等委託料が 1,448 万円（26％）。 
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23億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 23 億円。（大規

模修繕約 8 億円、建替約 15 億円） 



  

62 

第 3 章 伊丹市の公共施設の現状と課題 

スポーツ・レクリエーション施設 （９）

 スポーツ・レクリエーション施設 ①
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�„ 健康・体力づくりへの関心が高まるなか、誰

もがいつでもどこでも気軽にスポーツに参

加できる生涯スポーツの活動の場として整

備。 

�„ このほか、建築物を有さないスポーツ等の施

設として野球場や運動広場、テニスコートな

どが整備。 

�„ 築 40 年以上の施設が 71％。 

�„ 旧耐震基準で建設された建物が 71％。 

�„ 老朽度は C、D 評価あわせて 100％。 

�„ 伊丹スポーツセンターは、年間約 50 万人程

度の利用で、最近 3 ヶ年は増加で推移。 

�„ 緑ヶ丘体育館は約 12 万人、稲野公園運動施

設は約 6.6 万人、野外活動センターは約 2.7

万人、ローラースケート場は約 2.4 万人（い

ずれも平成 25 年度）。最近 3 ヶ年はいずれ

も横ばいないしは増加で推移。 
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�„ 野外活動センターの稼働率は、山小屋が

14％、バンガローが 14％、体育館が 21％。

（H23～25 年度平均） 

�„ 山小屋では市内、市外利用がほぼ同数、バン

ガローは市外利用の割合が多い。 
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87億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 87 億円。（大規

模修繕約 31 億円、建替約 56 億円） 

�„ 総支出は 2 億 2,606 万円、総収入は 4,640 万

円、収支は－1 億 7,966 万円。 

�„ 支出の内訳は、指定管理委託料が 8,748 万円

（39％）、その他経費が 6,411 万円（28％）、

人件費が 3,039 万円（13％）。 
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その他施設 （１０）

 駐車場・駐輪場 ①
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�„ 市内の鉄道駅や中心市街地を中心に、路上駐

車や放置自転車等による渋滞解消や安全な

歩行空間の確保を図るため、駐車場、自転車

駐輪場を設置。 

�„ 駐輪場は、市営のほか民間の駐輪場も中心市

街地を中心に整備。 

�„ 指定管理者制度を導入。駐車場は利用料金制

により運営。 

�„ 築 20 年未満の施設が 48％。 

�„ 全ての施設が新耐震基準で建設。 

�„ 老朽度は C、D 評価あわせて 86％。 

�„ 利用台数（自動車）：年間 9～14 万台程度で推移。アリオ地下は減少傾向。 

�„ 駐輪場利用率（自転車）：定期では伊丹、東有岡、阪急伊丹地下が高い。一時利用では、定期と

同様に伊丹で高く、そのほか北伊丹、東有岡、阪急伊丹地下が高い。 
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駐車場                  駐輪場 
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�„ 【駐車場】総支出は 1 億 3,528 万円、総収入は 1 億 2,418 万円、収支は－1,109 万円。支出の内

訳は、減価償却相当額が 8,077 万円（60％）、人件費が 2,151 万円（16％）。 

�„ 【駐輪場】総支出は 1 億 1,752 万円、総収入は 1 億 7,885 万円、収支は＋6,134 万円。支出の内

訳は、指定管理委託料が 8,521 万円（73％）、減価償却相当額が 3,177 万円（27％）。 
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180億円／60年間�„ 今後 60 年間の更新費用は約 180 億円。（大

規模修繕約 64 億円、建替約 116 億円） 
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 その他 ②
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�„ 築 20～30 年の施設が 53％。 

�„ 耐震性を有する施設は 100％。 

�„ 老朽度は C、D 評価あわせて 90％。 

�„ 火葬利用件数は、年間 1,200～1,400 件程度。平成 21 年度以降増加傾向。市外利用の割合は、平

成 25 年度で約 9％。 

�„ 可燃ごみの収集量は年間 5 万トン前後で、近年は横ばいで推移。不燃ごみは平成 22 年度に 7,155

トン、平成 25 年度は 5,322 トンと 26％減少。 

�„ 公設市場の取扱金額は、平成 25 年度で 22 億 3,043 万円。平成 20 年に一般消費者への農産物直

売所「スマイル阪神」が開設され、その他関連店舗の取扱金額が増加傾向で推移。 

�„ こども急病センターは、おおむね年間 25,000～33,000 人の受診者数で推移。受診者の居住地別

の内訳（平成 26 年度）は、伊丹市が 32％と最も多く、次いで宝塚市の 26％、川西市の 17％。 
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46億円／60年間

�„ 総支出は 15 億 3,564 万円、総収入は 2 億

6,530 万円、収支は－12 億 7,034 万円。 

�„ 支出の内訳は、人件費が 6 億 497 万円

（40％）、事業経費が 5 億 8, 369 万円（38％）、

その他経費が 1 億 1,343 万円（7％）。 

�„ 今後 60 年間の更新費用は約 46 億円。（大規

模修繕約 16 億円、建替約 30 億円） 
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3-3 中長期的な施設の更新費用 

本市が現在保有する公共施設等を、将来も同種、同規模で更新した場合の費用について、次の条件をも

とに試算を行いました。更新周期や単価等については、建物施設については、「地方公共団体の財政分析

等に関する調査研究会報告書〔公共施設およびインフラ資産の更新に係る費用を簡便に推計する方法に関

する調査研究〕（財団法人自治総合センター）の考え方を参考に設定しました。 

 
表 3-1 試算条件 
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前項に示したとおり、これまでの施設の修繕状況等を加味し、本市が現在保有する公共施設を建築 30

年後に大規模改修、60 年後に現状と同規模で建替えすることを基本に試算条件を仮定した場合の試算結果

は、表 3-2 および図 3-11 に示すとおりです。 

建物施設に必要な費用は、2016 年（平成 28 年）からの 60 年間で総額 2,801 億円、年平均で 47 億円と

試算されています。これは、直近の 2009～2013 年度（平成 21～25 年度）の 5 年間における施設の維持・

更新にかかる投資的経費 23 億円の 2.0 倍にあたります。 

 

表 3-2 施設の更新費用予測（建物施設） 

 

備考）1.直近 5 ヵ年（2009～2013 年度）の投資的経費は、臨時交付金や補正予算債など国の有利な財源を活用して実

施した事業については含まれていません。 

2.大規模改修（建替前）の括弧内の数値は、2016～2025 年に均等配分する費用を示します。 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 
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図 3-11 建物施設の更新費用予測 

出典）平成 26年度 伊丹市公共施設白書 
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2016～2075年（平成28～87年） 60年間の更新費用：2801億円


